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1-3 地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

1)水圧擾乱試験などによる緩衝能力の検証・定量化(2/4)

地殻変動が地層の透水性に与える影響の把握

令和4年度の計画
• 令和3年度に再検証したDIモデルと、水圧擾乱試験の結果との比較検証を継続します。
• DIと断層/割れ目の水理学的連結性の関係を解析し、隆起・侵食が透水性に与える影
響の評価手法を検討します。
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DIと割れ目の水理学的連結性の関係
隆起・侵食が透水性に

与える影響



1-3 地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

樹脂注入後の掘削損傷領域の割れ目試料で観察された開口幅と
せん断変位量の関係（赤丸）とシミュレーション結果（青線）

割れ目面にかかる力が深度と
ともに線型的に変化し、深度
350mで 3.2MP、深度 0mで
0MPと仮定した場合の深度

シミュレーション
で想定した掘削損
傷領域の割れ目面

にかかる力

2)地殻変動による人工バリアへの影響・回復挙動試験(1/2)
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第2回準備会合（令和4年5月16日）
参加機関（7つの国と地域から9機関；40名が参加）
■英国地質調査所（イギリス） ■オーストラリア連邦科学産業研究機構（オーストラリア）
■原子力環境整備促進・資金管理センター（日本） ■原子力発電環境整備機構（日本）
■台湾工業技術研究院（台湾） ■電力中央研究所（日本）
■ドイツ連邦放射性廃棄物機関（ドイツ） ■ブルガリア国営放射性廃棄物会社（ブルガリア）
■ルーマニア原子力研究所（ルーマニア）

幌延国際共同プロジェクト

協議内容
• 「令和2年度以降の幌延深地層研究計画」に沿って、3つの研究課題に関わる質疑を行いました。
• 各機関が寄与できる内容などについて議論しました。
• OECD/NEAから契約に関わる機密保持、成果管理の考え方などが説明されました。

令和4年度の予定
• 複数回の準備会合を行い、その結果を踏まえて最終的に幌延国際共同プロジェクトへの参加を決
定した機関の間で契約を締結します（令和4年度下期予定）。

• 第3回準備会合は6月中旬に開催予定です。個別の研究課題に関わる各機関の実施内容について議
論します。

※ロシア科学アカデミー原子力安全研究所は第１回準備会合には参加しましたが、OECD理事会の決定により、ロシアのOECD/NEAの加盟国としての
資格停止が5/11に発効されました。このような状況を踏まえ、国と相談した上でロシア科学アカデミー原子力安全研究所には準備会合への参加を控
えていただくよう伝え、了解されています。

※準備会合後、機構からOECD/NEAに対して、幌延国際共同プロジェクトの契約書に三者協定に関する記載を加えたいことを伝えました。今後、
OECD/NEAとの調整を進め、6月中旬に予定されている準備会合において記載案を参加機関に提示し、合意を得る予定です。

2 国際プロジェクト（7/7）
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□韓国原子力研究所から準備会合への参加希望表明がありましたが、今回の
会合は欠席となりました。
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トレーサー試験孔と試験坑道、コンクリートプラグ等の位置関係

トレーサー試験の行われた場所の位置関係（坑道3、試験抗道4の力学プラグと岩盤の
境界、底盤コンクリートと岩盤の境界など）を図示してください。

鳥観図 断面図
（試験坑道4の中心）

1-1 実際の地質環境における人工バリアの適用性確認

2)物質移行試験
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幌延国際共同プロジェクトの準備会合への参加募集メール


